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平成 26 年９月定例議会

議　　案　 平成 26 年度一般会計・特別会計の補正予算
　　　  　 　  教育委員の任命・監査委員の選任
　　　  　 　  平成 25 年度決算の認定・監査報告
追加議案　 工事請負契約の変更（道の駅「上関海峡」・総合文化センター）
一般質問（５名が町の取り組みを問う）
議員研修、編集後記
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八島地区敬老会
（９月 17 日）
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第
３
回
定
例
議
会
は
10
日
か
ら
19
日
ま
で

の
会
期
10
日
間
で
議
案
13
件
、
認
定
１
件
、
報

告
３
件
、
追
加
議
案
１
件
が
提
案
さ
れ
、
審
議

の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
・
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

八島診療所

特
別
会
計

　

国
民
健
康
保
険
事
業

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、

前
年
度
繰
越
金
８
９
５
万

６
千
円
を
増
額
す
る
も
の

で
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、

償
還
金
及
び
還
付
加
算
金

７
２
５
万
５
千
円
の
増
額

で
、
予
備
費
５
３
５
万
４

千
円
減
額
し
、
歳
入
歳
出

予
算
総
額
を
６
億
２
，３

７
１
万
円
と
す
る
も
の
で

す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療

　

歳
入
予
算
の
総
額
に
０

円
を
追
加
し
、
予
算
の
総

額
を
８
，５
６
５
万
７
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

介
護
保
険

　

保
険
事
業
勘
定
の
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ

ぞ
れ
８
２
９
万
２
千
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
を
６

億
８
，５
４
２
万
５
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

　

へ
き
地
診
療
所
事
業

　

祝
島
診
療
所
の
普
通
旅

費
増
、
医
療
備
品
増
。

　

八
島
診
療
所
の
医
師
委

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１

億
４
９
８
万
６
千
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
、
45
億
６
４
８
万
６
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

主
な
歳
入

　

地
方
交
付
税

３
４
０
万
５
千
円
減
。

　

 

障
害
者
医
療
費
・
保
育

所
運
営
費
国
庫
負
担
金

７
９
５
万
２
千
円
増
。

　
 

社
会
保
障
・
税
番
号
制

度
シ
ス
テ
ム
整
備
費
国

庫
補
助
金

７
６
０
万
７
千
円
増
。

　

前
年
度
決
算
繰
越
金

７
，５
６
７
万
６
千
円
増
。

主
な
歳
出

　

財
政
調
整
基
金
積
立
金

５
，３
０
０
万
円
増
。

　

社
会
保
障
・
税
番
号
制

対
応
シ
ス
テ
ム
委
託
料

４
４
２
万
８
千
円
増
。

　

保
育
所
委
託
料

１
，１
９
３
万
５
千
円
増
。

26
年
度
度
補
正
予
算

一
般
会
計

議議

案案

託
料
増
な
ど
で
、
予
算
総

額
を
１
億
６
１
８
万
７
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

を認定

議案の審査（議場）
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条
例
の
制
定

・
財
産
の
交
換
、
譲
与
、
無

償
貸
付
等
に
関
す
る
条
例

　

財
産
の
交
換
、
譲
与
、

無
償
貸
付
等
に
関
す
る
こ

と
を
明
確
に
す
る
た
め
、

制
定
す
る
も
の
で
す
。

・
上
関
町
農
業
委
員
会
の

選
挙
に
よ
る
委
員
定
数
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　

選
挙
に
よ
る
農
業
委
員

会
委
員
の
定
数
を
12
人
か

ら
９
人
に
改
め
る
も
の
で

す
。

・
上
関
町
防
災
行
政
無
線

局
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

屋
外
拡
声
受
信
設
備
を

改
修
し
た
た
め
、
制
定
す

る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

簡
易
水
道
事
業

　

歳
入
は
、
一
般
会
計
繰

入
金
１
１
５
万
７
千
円
の

増
額
、
前
年
度
繰
越
金
64

万
１
千
円
を
増
額
す
る
も

の
で
す
。

　

歳
出
は
、
上
関
受
配
水

池
監
視
制
御
装
置
交
換
委

託
料
99
万
８
千
円
、
需
用

費
80
万
増
額
で
、
予
算
総

額
を
１
億
４
，１
３
１
万

８
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。

　

漁
業
集
落
排
水
事
業

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
そ
れ
ぞ
れ
０
千
円
を
追

加
し
、予
算
の
総
額
を
３
，

０
３
８
万
９
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

　

航
運
事
業

　

歳
入
は
、
県
補
助
金
１

０
２
万
５
千
円
の
増
額
、

一
般
会
計
繰
入
金
３
０
７

万
円
減
額
、
前
年
度
繰
越

金
２
０
４
万
５
千
円
を
増

額
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
は
、
財
源
振
替
に

よ
る
も
の
で
す
。

防災行政無線

◆
教
育
委
員
の
任
命

　

教
育
委
員
で
あ
る
吉
﨑

陽
子
氏
が
再
任
さ
れ
ま
し

た
。（
任
期
４
年
）

◆
監
査
委
員
の
選
任

　

監
査
委
員
で
あ
る
白
石

英
二
郎
氏
が
再
び
選
任
さ

れ
ま
し
た
。（
任
期
４
年
）

監
査
報
告

山
谷
監
査
委
員

　

前
年
度
に
比
べ
一
般
会

計
、
特
別
会
計
共
に
収
入

未
済
額
は
大
き
な
変
化
が

認
め
ら
れ
ず
、
不
納
欠
損

額
も
合
計
で
４
９
６
万

４
，１
５
９
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

滞
納
整
理
の
方
法
を
町

当
局
、
議
会
共
に
考
え
て

い
た
だ
き
、
時
と
し
て
厳

し
い
対
応
も
必
要
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

長
期
に
わ
た
る
事
業
を

行
う
た
め
の
基
金
は
速
や

か
に
対
処
す
べ
き
と
考
え

ま
す
。
新
庁
舎
建
設
、

生
活
道
路
、
航
路
問
題
は

早
急
に
解
決
す
べ
き
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

町
長
に
対
し
不
納
欠
損

額
を
支
払
い
請
求
せ
よ
と

の
住
民
監
査
請
求
が
あ
り

ま
し
た
が
そ
の
後
、
何
ら

異
議
も
出
ず
、
ご
理
解
い

た
だ
け
た
も
の
と
解
釈
し

て
い
ま
す
。

老朽化が進む町役場

平成 25 年度歳出決算

一般会計　39 億 4,186 万 5,754 円 
特別会計　特別会計　17億 7,708 万 717 億 7,708 万 7,815,815 円

を認定を認定
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◆
上
関
航
運
有
限
会
社
の

事
業
計
画
の
報
告

　

平
成
26
年
10
月
〜
27
年

９
月
ま
で
の
事
業
計
画
。

　
（
第
52
期
）の
純
損
失
は

５
，１
４
９
万
３
千
円
の

見
込
み
。

　
（
第
50
期
）と
比
較
す
る

と
収
益
2.6
％
増
と
な
り
ま

す
。
費
用
の
増
加
分
は
定

期
検
査
費
用
、
退
職
金
、

原
油
価
格
の
高
騰
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
船
舶

の
老
朽
化
に
よ
り
、
修
繕

費
が
増
加
す
る
と
思
わ
れ

ま
す
。

◆
第
３
期
一
般
財
団
法
人

な
ご
み
の
経
営
状
況
（
平

成
25
年
４
月
〜
26
年
３

月
）

　

来
館
者
は
、
予
想
を
大

き
く
上
回
り
、
前
年
よ
り

千
人
多
い
11
万
３
，１
４

５
人
と
な
り
ま
し
た
。
来

館
者
か
ら
は
、
施
設
の
清

潔
さ
と
接
客
対
応
の
良
さ

を
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
町
の
経
済
効
果

と
し
て
、
地
元
雇
用
の
促

進
と
、
地
元
事
業
者
の
活

性
化
に
寄
与
し
て
い
ま

す
。

報　
　

告

総合文化センター（27年 4月使用開始予定）

平
成
25
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断

比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
の
報
告

比率名 平成 25 年度 早期健全化基準
実質赤字比率 －％ 15.00％
連結実質赤字比率 －％ 20.00％
実質公債費比率 9.8％ 25.0 ％
将来負担比率 －％ 350.0 ％

健全化判断比率

会計名 平成 25 年度 経営健全化基準
上関町簡易水道事業特別会計 －％ 20.0％
上関町農業集落排水事業特別会計 －％ 20.0％
上関町漁業集落排水事業特別会計 －％ 20.0％
上関町航運事業特別会計 －％ 20.0％

資金不足比率

◆
工
事
請
負
契
約
の
変
更

工
事
名

　

平
成
25
・
26
年
度
ふ
る

さ
と
市
場
新
築
工
事

・
契
約
年
月
日

　

平
成
26
年
５
月
30
日

・
変
更
前

　

 

１
億
９
，８
６
２
万
７
，

２
４
０
円

・
変
更
後

　

 

２
億
１
，３
１
８
万
７
，

８
０
０
円

・
契
約
の
相
手
方

　

㈱
浜
田
組

　
　

代
表
取
締
役

　

兼
本
吾
郎

工
事
名

　

平
成
25
・
26
年
度
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事

・
契
約
年
月
日

　

平
成
26
年
３
月
20
日

・
変
更
前

　
 

９
億
９
，０
１
４
万
６
，

４
０
０
円

・
変
更
後

　

 
 10
億
５
２
７
万
１
，８

０
０
円

・
契
約
の
相
手
方

　

平
成
25
・
26
年
度
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事

日
立
建
設
・
イ
ワ
キ
特
定

建
設
工
事
共
同
企
業
体

追
加
議
案

代
表
構
成
員

日
立
建
設
㈱

柳
井
支
店

　

取
締
役
支
店
長

　
　
　
　
　
　

前
田
志
郎

道の駅「上関海峡」（12月 5日オープン）

構
成
員

㈱
イ
ワ
キ

　

代
表
取
締
役

　
　

岩
木　

昇
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　答 上関ファンの確保をしたい

今後の観光振興はは
「花咲く海の町」の具現化「花咲く海の町」の具現化

聞聞聞聞聞のここのここのここががが  きたい     きたいきたいきたいのここが  　  きたいのここが  　  きたいのここが  　  きたい町政町政町政町政町政町政

嶋尾　忠宏 議員

鳩子の湯

観光振興と観光振興と
　　　防災対策に質問が集中　　　防災対策に質問が集中

９月定例議会では５名の議員が９月定例議会では５名の議員が
　　　　　　　　10 件の質問をしました。　　　　　　　　10 件の質問をしました。

　

平
成
24
年
12
月
に
も
同

じ
質
問
を
し
て
い
る
が
、

そ
の
中
で
温
泉
・
歴
史
・

市
場
・
食
の
キ
ー
ワ
ー
ド

を
「
花
咲
く
海
の
町
」
と

い
う
フ
ワ
ー
ッ
と
し
た
感

じ
で
包
ん
で
い
く
、
そ
ん

な
イ
メ
ー
ジ
を
描
い
て
い

る
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
。

現
状
に
お
い
て
イ
メ
ー
ジ

通
り
な
の
か
。
今
後
の
全

体
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
具
体

策
、
食
と
い
う
キ
ー
ワ
ー

ド
に
つ
い
て
の
考
え
、
情

報
発
信
に
つ
い
て
お
聞
き

す
る
。 質

問

　

明
日
へ
の
英
気
を
養
う

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
上
関
町

に
あ
る
と
の
思
い
も
変
わ

っ
て
い
な
い
。
観
光
客
の

目
的
や
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

観
光
振
興
施
策
を
実
施
す

る
こ
と
が
重
要
、
具
体
策

と
し
て
、道
の
駅
、鳩
子
の

湯
の
相
乗
効
果
を
図
り
定

期
的
な
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

や
４
つ
の
テ
ー
マ
の
更
な

る
掘
り
起
こ
し
で
リ
ピ
ー

タ
ー
や
上
関
フ
ァ
ン
の
確

保
を
し
た
い
。
情
報
発
信

に
つ
い
て
は
、
観
光
協
会

に
も
上
関
町
の
魅
力
を
発

信
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁
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一般一般
質問質問

　

広
島
土
砂
災
害
は
悲
惨

な
豪
雨
災
害
と
な
っ
た
。

上
関
町
も
急
傾
斜
地
が
多

く
様
々
な
災
害
が
想
定
さ

れ
る
。
今
年
は
防
災
計
画

の
見
直
し
と
聞
い
て
お
り

職
員
が
災
害
に
対
す
る
危

機
感
を
持
っ
て
計
画
書
を

作
成
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
予
測
可
能
な
台
風
・

大
雨
時
に
事
前
避
難
を
希

望
す
る
高
齢
者
等
に
避
難

所
を
解
放
し
、
社
協
を
中

心
と
し
た
災
害
時
の
避
難

誘
導
支
援
団
体
の
育
成
、

支
援
強
化
を
し
て
は
ど
う

か
。

　

災
害
時
の
対
応
に
つ
い

て
は
、
町
民
に
は
災
害
発

生
の
恐
れ
の
あ
る
場
合
、

防
災
行
政
無
線
が
利
用
で

き
る
状
態
に
あ
り
、
防
災

計
画
は
、
今
年
度
中
を
め

ど
に
一
部
改
正
等
の
見
直

し
を
進
め
て
い
る
。
支
援

体
制
に
つ
い
て
は
、
日
曜

品
雑
貨
等
の
救
助
物
資
調

達
の
協
定
を
締
結
し
た
。

高
齢
者
見
守
り
隊
設
立
に

つ
い
て
は
、
町
・
町
社
協
・

県
社
協
の
三
者
が
共
に
、

現
在
、、設
立
に
向
け
て
の

諸
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　答 危機感を持って対応する

災害時の対応災害時の対応についてについて
山村　泰志 議員

災害復旧工事（室津地区県道）

朝鮮通信使来航図

　答 前向きに検討する必要がある

朝鮮通信使の朝鮮通信使の世界記憶遺産登録世界記憶遺産登録についてについて

　

朝
鮮
通
信
使
の
関
連
資

料
を
日
韓
共
同
推
進
会
議

が
ユ
ネ
ス
コ
の
記
憶
遺
産

登
録
を
目
指
し
て
い
る
。

本
町
に
も
遺
構
や
史
跡
が

現
存
し
登
録
さ
れ
れ
ば
、

観
光
資
源
と
な
る
が
町
内

に
登
録
す
る
関
連
資
料
は

あ
る
の
か
、
共
同
推
進
会

議
と
本
町
と
の
関
係
は
。

当
時
の
お
茶
屋
に
通
じ
る

本
門
と
石
段
を
復
元
す
れ

ば
上
関
番
所
と
セ
ッ
ト
で

通
信
使
の
シ
ン
ボ
ル
と
な

り
集
客
が
望
め
る
。
重
要

課
題
と
位
置
付
け
て
は
。

　

ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
に

申
請
す
る
関
連
資
料
に
つ

い
て
は
朝
鮮
通
信
使
船
団

上
関
来
航
図
・
偏
額
「
臣

壑
山
」・
古
文
書
解
読
書

な
ど
が
可
能
性
が
あ
る
と

思
う
。
世
界
記
憶
遺
産
登

録
推
進
部
会
へ
の
加
入
に

つ
い
て
は
、
前
向
き
に
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
。
御
茶
屋
に
通
ず
る
本

門
の
石
段
は
歴
史
的
に
も

貴
重
で
価
値
の
あ
る
も
の

だ
と
認
識
し
、
ど
の
よ
う

な
形
で
残
し
て
い
け
ば
良

い
の
か
検
討
し
た
い
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

質
問

教
育
長
答
弁

教
育
長
答
弁

教
育
長
答
弁

質
問
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一般一般
質問質問

　

上
関
原
発
計
画
は
、
長

期
に
わ
た
っ
て
町
民
間
に

わ
だ
か
ま
り
を
作
っ
て
き

た
。
し
か
し
東
日
本
大
震

災
・
福
島
第
一
原
発
の
大

事
故
に
よ
り
、
既
に
そ
の

計
画
自
体
は
破
た
ん
寸
前

と
思
わ
れ
る
。
今
後
の
原

発
の
動
向
に
は
十
分
注
意

を
払
い
つ
つ
も
、
今
必
要

な
の
は
、
町
民
が
原
発
賛

否
の
立
場
を
越
え
て
、
上

関
町
の
生
き
残
り
を
か
け

た
努
力
を
し
な
け
れ
ば
、

町
の
存
続
自
体
が
危
う
く

な
る
と
思
う
が
い
か
が

か
。

　

私
は
、
町
づ
く
り
と
原

発
は
切
り
分
け
て
考
え
て

い
こ
う
と
何
回
も
言
っ
て

き
た
。
町
長
と
は
「
今
日

を
見
て
明
日
を
考
え
る
の

で
は
な
く
」「
明
日
を
見
て

今
日
を
ど
う
す
る
か
」
を

考
え
る
べ
き
だ
と
思
っ
て

い
る
。

　

今
は
、
困
っ
て
い
る
人

が
こ
れ
以
上
困
ら
な
い
よ

う
、
上
関
町
存
続
、
さ
ら

に
活
気
あ
る
上
関
町
を
創

造
し
て
い
く
た
め
町
民
全

体
で
力
を
合
わ
せ
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

　答 町民全体の力と共に取り組みたい

立場を超えた協力立場を超えた協力をを
山戸　貞夫 議員

上関町総合計画審議会

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

質
問

　答 上関ブランドとして支援していきたい

地域の産品の集約地域の産品の集約はは

　

現
在
町
内
各
地
で
、
小

規
模
な
が
ら
安
心
安
全
な

海
や
山
の
恵
み
を
活
か
し

た
農
水
産
物
加
工
が
取
り

組
ま
れ
て
い
る
。
個
人
団

体
に
限
ら
ず
、
多
く
の

人
々
が
、
生
産
↓
加
工
↓

販
売
と
分
担
し
な
が
ら
一

貫
し
た
六
次
産
業
的
な
形

に
も
な
り
つ
つ
あ
る
。
こ

れ
ら
の
取
り
組
み
を
、
地

域
の
壁
を
越
え
た
も
の
と

し
て
、
町
が
ま
と
め
、
ブ

ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
た

ら
、
面
白
い
展
開
が
出
来

る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。

　

農
水
産
物
の
加
工
品
開

発
は
町
内
各
地
区
で
取
り

組
ま
れ
て
い
る
。
町
と
し

て
も
各
グ
ル
ー
プ
、
研
究

会
８
部
会
に
助
成
金
や
商

品
開
発
セ
ミ
ナ
ー
等
の
支

援
も
行
っ
て
い
る
。
11
月

中
旬
に
は
、道
の
駅「
上
関

海
峡
」
が
プ
レ
オ
ー
プ
ン

の
予
定
で
皆
さ
ん
の
出
展

を
心
待
ち
に
し
て
い
る
。

地
域
の
壁
を
乗
り
越
え
切

磋
琢
磨
し
、
上
関
ブ
ラ
ン

ド
と
し
て
全
国
に
羽
ば
た

い
て
い
け
る
よ
う
町
と
し

て
支
援
し
て
い
き
た
い
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

質
問

上関町のブランド品
（びわジャム・びわ茶・よもぎ茶など）



8かみのせき議会だより平成26年10月24日　№ 128

一般一般
質問質問

　

ま
た
新
た
に
汚
染
水
を

海
に
放
出
す
る
た
め
、
国

と
東
電
が
説
明
を
始
め
た
。

漁
業
関
係
者
は
再
三
の
海

洋
放
出
に
不
快
感
を
抱
い

て
い
る
。
建
設
当
初
よ
り

地
下
水
対
策
を
取
ら
な
か

っ
た
東
電
や
国
の
責
任
は

大
き
い
。
危
険
な
原
発
で

な
く
、
上
関
の
観
光
資
源

を
再
発
掘
し
て
町
全
体
の

観
光
ル
ー
ト
を
作
成
し
、

秋
に
完
成
す
る
「
道
の
駅

上
関
海
峡
」
を
拠
点
と
し

た
、
上
関
な
ら
で
は
の
観

光
開
発
に
力
を
注
い
で
は
。

　

現
在
、
観
光
協
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、

観
光
ル
ー
ト
を
掲
載
し
て

い
る
。
11
月
中
旬
に
は
プ

レ
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
の

道
の
駅
場
内
に
も
上
関
町

全
図
の
観
光
案
内
板
を
設

置
し
、
さ
ら
に
来
年
度
に

は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
新
た

に
作
成
し
た
い
。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
道
の
駅
開
業

を
契
機
に
限
ら
れ
た
財
源

の
中
で
、
今
後
も
観
光
産

業
に
は
十
分
力
を
入
れ
し

っ
か
り
取
り
組
ん
で
参
り

た
い
。

　答 しっかり取り組んで答えたい

原発でなく、原発でなく、安全な振興策安全な振興策に転換してはに転換しては
清水　敏保 議員

上関町イラストマップ（上盛山）

急傾斜地（祝島）

　答 自助・共助・公助が必要不可欠だ

防災対策の強化防災対策の強化をを

　

近
年
は
、
異
常
気
象
に

よ
る
局
地
的
災
害
が
頻
繁

に
発
生
し
て
い
る
。
本
町

は
急
傾
斜
地
が
多
く
存
在

し
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域

が
各
地
区
に
あ
る
。
高
齢

者
も
多
く
、
坂
道
や
狭
い

道
の
多
い
本
町
で
は
、
災

害
時
に
避
難
行
動
が
と
れ

る
か
不
安
が
あ
る
。ま
た
、

防
災
対
策
に
つ
い
て
、
地

域
と
行
政
と
連
携
し
た
体

制
づ
く
り
が
必
要
で
あ

り
、町
と
連
携
し
て
、災
害

時
を
想
定
し
た
防
災
訓
練

も
考
え
て
は
い
か
が
か
。

　

本
町
で
も
、
危
険
箇
所

や
避
難
場
所
の
情
報
提
供

の
一
つ
と
し
て
上
関
町

「
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
」
を
全
世
帯
に
配
布

し
て
お
り
、
防
災
訓
練
の

実
施
は
非
常
に
重
要
な
こ

と
だ
。
今
後
、
関
係
者
の

ご
理
解
ご
協
力
、
な
ら
び

に
住
民
の
方
々
の
賛
同
を

得
な
が
ら
訓
練
の
実
施
に

向
け
て
検
討
し
た
い
と
思

う
。
自
助
・
共
助
・
公
助

が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、

こ
の
３
つ
の
連
携
が
円
滑

な
ほ
ど
災
害
は
軽
減
で
き

る
と
思
う
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

質
問

質
問

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁
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一般一般
質問質問

　

室
津
港
湾
に
係
留
中
の

ヨ
ッ
ト
を
よ
く
見
か
け
る

よ
う
に
な
っ
た
。
港
は
伊

予
灘
、
周
防
灘
へ
の
出
入

が
容
易
で
温
泉
（
鳩
子
の

湯
）も
あ
り
、絶
好
な
寄
港

地
と
ヨ
ッ
ト
マ
ン
た
ち
が

話
し
て
い
る
。
港
湾
は
県

の
管
理
下
に
あ
る
が
、
道

の
駅
「
上
関
海
峡
」
も
オ

ー
プ
ン
す
る
の
で
、
海
か

ら
の
玄
関
と
し
て
４
、
５

艇
で
も
係
留
で
き
る
小
さ

な
マ
リ
ー
ナ
を
建
設
し
、

海
の
駅
と
し
て
の
Ｐ
Ｒ
に

取
り
組
ん
で
は
。

　

室
津
港
湾
は
ヨ
ッ
ト
や

レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
が
安
心

し
て
係
留
で
き
る
施
設
で

は
な
い
。
県
の
管
理
下
で

も
あ
り
、
町
の
事
業
と
し

て
の
マ
リ
ー
ナ
建
設
は
難

し
い
。
し
か
し
、
港
湾
一

帯
は
、
観
光
、
交
流
の
拠

点
と
し
て
非
常
に
重
要
で

あ
り
、
海
の
駅
の
登
録
を

含
め
役
場
内
で
協
議
し
て

い
る
。
今
後
、
町
の
計
画

案
が
具
体
化
し
た
ら
、
事

業
実
施
の
方
法
を
関
係
漁

協
と
調
整
し
、
県
や
国
に

力
強
く
要
望
し
た
い
。

　答 マリーナと海の駅　役場内で協議

小規模マリーナ建設と海の駅の小規模マリーナ建設と海の駅のＰＲＰＲをを
河村　満生 議員

ヨット係留中（室津港湾）

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

質
問

　答 加入・前向きに取り組む

朝鮮通信使・世界遺産朝鮮通信使・世界遺産に向け推進部会へに向け推進部会へ

　

先
月
、
日
韓
の
関
係
者

が
下
関
市
で
初
会
議
を
開

き
２
０
１
６
年
３
月
の
申

請
、
17
年
５
月
の
登
録
を

目
指
す
と
し
た
。
推
進
部

会
は
資
産
（
古
文
書
・
絵

図
な
ど
）
リ
ス
ト
を
県
・

市
・
町
以
上
の
指
定
文
化

財
と
し
、
今
年
度
末
を
め

ど
に
作
成
す
る
と
い
う
。

　

推
進
部
会
に
お
い
て
は

２
０
１
６
年
の
申
請
、
17

年
の
登
録
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
来
年
度
は
登
録
に

向
け
て
の
大
き
な
山
に
な

ろ
う
か
と
思
っ
て
い
る
。

今
後
、
推
進
部
会
へ
の
加

入
状
況
や
資
産
リ
ス
ト
な

ど
の
情
報
を
入
手
し
方
向

性
を
を
決
め
た
い
。
町
と

し
て
は
、
歴
史
的
な
一
つ

の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
に
も
な

る
の
で
、
教
育
委
員
会
が

方
針
を
決
定
し
た
ら
財
政

は
厳
し
い
が
、
前
向
き
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

町
長
・
教
育
長
答
弁

町
長
・
教
育
長
答
弁

町
長
・
教
育
長
答
弁

質
問

朝鮮通信使・日韓共同推進会議（下関市）

そ
の
他
の
質
問

　

上
関
大
橋
付
近
の
観
光

ス
ポ
ッ
ト
は
。

　

本
町
に
あ
る
朝
鮮
通
信

使
の
資
料
は
全
国
的
に
み

て
も
高
い
評
価
を
得
て
い

る
。
歴
史
や
観
光
に
も
大

い
に
プ
ラ
ス
に
な
る
の

で
、
推
進
部
会
に
加
入
し

て
は
ど
う
か
。
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■
発
行
責
任
者
／
議
会
議
長
　
山
谷
　
良
数

　
〒
742-1402　

山
口
県
熊
毛
郡
上
関
町
大
字
長
島
503

　
TEL 0820-62-0364　

FAX 0820-62-0783

　■
編
　
集
／
議
会
広
報
広
聴
調
査
特
別
委
員
会
　

■
印
刷
所
／
中
村
印
刷
株
式
会
社

総
務
・
文
教
常
任
委
員
会
現
地
視
察

総
務
・
文
教
常
任
委
員
会
現
地
視
察

　

６
月
27
日
、
上
関
中
学

校
建
設
事
業
の
完
成
に
共

い
、
教
育
長
、
職
員
が
同

行
し
、
総
務
・
文
教
常
任

委
員
会
委
員
５
名
が
、
中

学
校
校
舎
施
設
内
を
視
察

し
、
設
計
、
施
行
の
あ
り

方
や
、施
設
説
明
を
受
け
、

計
画
通
り
に
施
行
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。

の

請
願
の

請
願
の

ええ

ゆ
く
え

ゆ
く
え

ゆゆゆ
く
え

請
願
の

　

ゆ
く
え

請
願
の

　

ゆ
く
え

請
願
の

　

ゆ
く
え

◆
ウ
ィ
ル
ス
性
肝
炎
患
者

に
対
す
る
医
療
費
助
成
の

拡
充
に
関
す
る
請
願

提
出
者

　

日
本
肝
臓
病
疾
患
団
体

加
盟
患
者
会
や
ま
ぐ
ち

肝
炎
友
の
会

　

代
表　

徳
本　

孝
子

紹
介
議
員

　
　
　
　

海
下
竜
一
郎

◎
審
査
結
果

　

継
続
審
査

◎
意
見

　

審
査
の
結
果
、
当
請
願

に
つ
い
て
、
内
容
を
精
査

す
る
た
め
に
継
続
審
査
と

す
る
。 継

続
審
査

　

７
月
17
日
田
布
施
町
役
場
に
お
い
て
「
平
生
町
、
田
布

施
町
、
上
関
町
」
の
広
報
正
副
委
員
長
、
事
務
局
職
員
で

「
25
年
度
事
業
報
告
・
決
算
」
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
研
修
は
、
10
月
平
生
町
に
お
い
て
広
報
委
員
に

よ
る
他
町
の
広
報
紙
を
参
考
に
研
修
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

柳
井
地
区
広
域
市
町
議
会
議
員
研
修

柳
井
地
区
広
域
市
町
議
会
議
員
研
修

　

７
月
28
日
柳
井
市
に
お
い
て
「
柳
井
市
・
周
防
大
島
町
・

平
生
町
・
上
関
町
」
の
議
員
が
「
商
業
地
の
目
線
で
実
行

す
る
街
づ
く
り
」
を
演
題
と
し
て
加
藤
博
㈲
Ｐ
Ｍ
０
代
表

取
締
役
社
長
を
講
師
に
招
き
研
修
を
し
ま
し
た
。

　

商
業
集
積
と
し
て
の
観
点
・
事
業
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
と
し

て
の
観
点
・
地
域
を
構
成
す
る
一
員
と
し
て
の
観
点
か
ら

「
商
店
街
活
性
化
・
今
後
の
取
り
組
み
の
方
向
性
」
を
話

さ
れ
ま
し
た
。

熊
毛
郡
議
会
広
報
連
絡
協
議
会
定
期
総
会

熊
毛
郡
議
会
広
報
連
絡
協
議
会
定
期
総
会

　

最
近
、
大
雨
に
よ
る
土

砂
災
害
、
火
山
噴
火
に
よ

る
災
害
な
ど
の
自
然
災
害

が
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
台
風
シ
ー
ズ

ン
も
到
来
し
て
お
り
、
災

害
が
発
生
し
な
い
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、「
議
会
」
に
関
し

て
は
、
兵
庫
県
議
会
議
員

の
不
祥
事
が
明
る
み
に
な

り
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

上
関
町
議
会
議
員
に
は

「
政
務
活
動
費
」は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
議
会
だ
よ
り
は

皆
さ
ん
の
税
金
で
発
行
し

て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
期
待
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
、
委
員

全
員
で
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

編

集

後

記

委
員
長　

岩
木　

和
美

副
委
員
長　

嶋
尾　

忠
宏

委　

員　

海
下
竜
一
郎

　

〃　
　

河
村　

満
生

　

〃　
　

清
水　

敏
保

議会広報広聴特別委員会

全
国
町
村
議
長
会
か
ら

全
国
町
村
議
長
会
か
ら

　
　

感
謝
状
（
３
年
以
上
の
在
任
）

　
　

感
謝
状
（
３
年
以
上
の
在
任
）

　
　
　
　
　
　
　
　

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

表彰を受ける 山谷　良数 議員

研修風景

上関中学校新校舎


